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第６学年 道徳学習指導案 

平成 27 年 10 月 9 日（金）第 5 校時 

 

   

 

１ 主題名 礼儀を大切に【内容項目 2-(1)】 

  資料名 ちょっとひどくない？（出典：彩の国の道徳「夢にむかって」 埼玉県教育委員会） 

 

２ 主題設定の理由 

 (１) ねらいとする道徳的価値について 

   本主題は、第５学年及び第６学年の内容項目 2‐(1)「時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもっ

て接する。」ことをねらいとしている。これは、低学年の「気持ちのよいあいさつ、言葉遣い、動作な

どに心掛けて、明るく接する。」、中学年での「礼儀の大切さを知り、だれに対しても真心をもって接

する。」を受け、高学年の「時と場をわきまえて、礼儀正しく真心をもって接する。」に発展する。高

学年では、礼儀の意義について理解できていても、恥ずかしさなどもあり、適切な行動ができない場

合がある。また、仲がよい友達に対して度が過ぎたからかいをし、トラブルになるケースも増えてく

る。そこで、友達との接し方を考える中で、親しい中にも礼儀があることを感じ取らせ、相手の立場

に立って、心のこもった接し方ができるようにさせたい。 

 

 (２) 児童の実態 

   児童は、相手が傷つく言葉があるということを、頭では十分理解している。しかし、生活の中では、

遊び感覚や、他の人が言っているからと軽く使ってしまうこともある。 

    そこで、本学級の児童の実態を把握するために、次のような調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の結果から、言葉に関する本学級の児童の実態が見えてきた。    

      アンケート     （９／１１実施） 

①  言われて嫌だった言葉を書きだしてください。（複数回答） 

   死ね ４６％   ばか ４６％  うざい２５％ キモい２１％   あほ １４％   

   来ないで １４％  消えろ １１％ 最低 １１％  けがれる １１％ 聞こえませーん ７％ 

   以下３％ ごみ  は？  クズ  ぶりっこ  最悪 など 

②  ①のような言葉を言われたことがありますか。 

       ある    ６８％            ない  ３２％ 

③  ①のような言葉を言ったことはありますか。 

       ある    ５４％            ない  ４６％ 

④  ③で「ある」と答えた人は、どのような理由で言っていましたか。（複数回答可） 

    相手にも同じ言葉を言われたから ３６％     腹が立ったから ２５％      

ふざけて １８％   

⑤  ③で「ない」と答えた人は、なぜ言わないのですか。 

   ・自分が言われたくない言葉は言わない ６９％  ・言われた人が傷つくから １５％ 

   ・けんかになるから ８％  ・悪口を言う必要がないから ８％  
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 一つ目は、これまでの経験の中で傷つく言葉を言われ、嫌な気持ちになったことのある児童が多い

ということである。本時では、そのときの気持ちを思い起こさせ、傷つく言葉を言われた側の心を理

解することにつなげたいと考える。 

二つ目は、問③～⑤の結果から、人を傷つける言葉を理解しているものの、感情的になってしまっ

た時やふざけている時に言ってしまっていることが分かる。また人が傷つくような言葉を言ったこと

がないと答えた児童が学級の約半数いたが、普段の様子を見ていると、感情的になりやすい児童がこ

の中に多く含まれている。このことから、相手が傷つく言葉を使っている自覚がないのではないかと

考えられる。 

 

 (３) 資料について 

   主人公は、休み時間に仲のよい友達と学校の課題に対して、「うざい」という言葉を使って会話をし

ていた。「うざい」という言葉を使ったことで、友達とさらに仲よくなったと感じた。その後、他の仲

のよい友達に席に着くよう注意されたが、それに対しても「うざい」という言葉を使って返した。あ

る日、主人公はかわいいと言ってもらえると期待して新しい筆箱を学校に持っていったが、友達から

「色もキャラクターもうざいよね。」と言われた。そこで、「うざい」という言葉が、人を傷つける言

葉だと気付きながらも、自分も同調して「これうざいでしょ。」と笑いながら言ってしまう。「うざい」

という言葉の重みに気付き、言っている友達と言われている友達を見つめていた。 

   「うざい」という言葉を通し、友達と仲よくなりたい、仲間はずれにされたくないという主人公の

気持ちと、人を傷つける言葉、仲がよくても言ってはいけない言葉があると気付く主人公の気持ちの

葛藤をおさえ、親しき仲にも礼儀があり、普段何気なく使っている言葉も、気を付けないと人を傷つ

けてしまうということに気付かせたい。 

 

３ 研究テーマとの関わり 

 本校の研究主題  

『豊かなかかわりを通して、 

よりよい自分、よりよい生き方を求める児童の育成』 

高学年のテーマ 
    「話合い活動を深め、自己を見つめ直し、よりよく生きようとする意欲を高めることができる

道徳の時間」 
 

  【視点１】児童の実態を生かした授業の工夫  
       ・アンケートをとり、めあてにせまるための意識を高める。 

・アンケート結果から児童の実態を把握し、意図的指名によって学級の実態に即した授業を
展開する。 

     ・アンケートや振り返りカードへの記入を通して、児童一人一人の変容を確認する。 
    

【視点２】話合い活動を深めるための工夫 
     ・少人数での話合い活動を取り入れ、一人一人が話合いに参加することで、全体の話合い活

動を深める。 
      ・主人公に共感できるよう、場面絵や短冊を活用する。 
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   【視点３】自己を振り返り、みつめるための工夫 
     ・主人公の気持ちの変化を色で表したり、気持ちの変化を比較しやすい板書の構成にしたり

することで、「みつめる」時間に振り返りやすくする。       

４ 他の教育活動との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のねらい 

  心のこもった接し方や言葉遣いを考え、相手を尊重する態度を育てる。 

 

６ 学習指導過程 

段階 ○学習活動 ・主な発問 予想される児童の反応 ・指導上の留意点☆評価 時間 

 

 

 

導

入 

 

 

 

気

づ

く 

○言葉に関するアンケート調

査の結果を見て、話し合う。 

 

 

言われて嫌な言葉 

・キモい  ・カス 

・うざい  ・ボケ 

・バカ   ・クズ 

・あほ   ・死ね 

 

・アンケートの結果から

嫌な思いをさせる言

葉がたくさんあるこ

とを再確認させ、本時

の課題に対する意欲

をもたせる。 

☆児童一人一人が課題

意識をもつことがで

きたか。 

２分 

家庭との連携 

 授業参観で道徳の授業 

を行ったり、授業の様子 

を学級だよりや教室掲示 

で伝えたりする機会をも 

つことで、家庭でも時と 

場に応じたあいさつや言 

葉遣いに気を付けてもら

う。 

 

(6 月 体育)  

「ソフトバレーボール」 

 声掛けが、チームの士気

に大きな影響を与えること

を体験し、言葉の力を知る。 

 
(5 月 体育) 

「一年生体力テストの補助」 

 一年生に分かりやすくテ

ストの内容を伝えたり、励

ましの言葉を掛ける中で、

相手に応じた言葉遣いや相

手の立場に立って物事を考

える力を養う。 

事前指導 

(5 月 国語) 

「学級討論会をしよう」 

 討論会や討論会の準備で

話し合う中で、異なる意見

や立場を大切にしようとす

る態度やその場にあった言

葉遣いができる力を養う。 

道徳の時間 

（７月） 

「エレベーターとわたし」 

         ２－（１） 

 礼儀を大切にし、時と場に

応じて、心のこもったあいさ

つをしようとする態度を養

う。 

（９月） 

「陽子とひとみ」２－(３) 

 相手のことを真に理解

し、ゆるぎない固い絆で

結ばれた友情を築いてい

こうとする態度を育て

る。 

（１０月）本時 

「ちょっとひどくない？」 

       ２－（１） 

 心のこもった接し方や

言葉遣いを考え、相手を尊

重する態度を育てる。 

 
(１２月) 

「お別れ会」２－（４） 

 チームで声を掛け合う

ことが大きな力になるこ

とを体験し、言葉の力を知

る。 

事後指導 

 (１１月 学校行事) 

「修学旅行」 

 集団で行動し、店員や

一般の人との会話の中

で、時と場をわきまえて

礼儀正しく接する態度

を養う。また、心のこも

ったあいさつをしよう

とする心を育てる。 
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展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と

ら

え

る 

○資料について知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○資料の判読。 

○話し合いたいところを発表

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・条件・情況を理解しや

すいよう場面絵や短

冊を活用する。 

・主人公の気持ちの変

化に着目させなが

ら、話題を児童と共

に整理し、話合いの

方向性を確認する。 

☆資料に興味をもち、主

人公は、どんな気持ち

か考えてみたいとい

う意欲がもてたか。

(発言・観察) 

８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課題について話し合う。 

１休み時間に３人で話してい

るとき、私はどんな気持ちだ

ったろう。 

 

 

 

 

 

２新しいペンケースを「うざ

い」と言われたとき、私はど

んな気持ちだったろう。 

 

 

 

 

・何で一緒になって笑っていた

のだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

・みんなも同じことを考え

ていたんだ。うれしい。 

・安心した。 

・みんなと同じ言葉を使っ

て、もっと仲よくなれた

気がする。 

・通じ合ってる気がする。 

 

・かわいいって言ってもら

えると思ってたのに。 

・うざいって言われて、シ

ョックだった。 

・うざいって気軽に言って

たけど、言われるとけっ

こう傷つくな。 

・無理して笑っている。 

・本当の気持ちを出したら、

めんどくさいやつって思

われちゃう。 

・今は、空気を読んで笑わ

なきゃ。 

・今、一人で落ち込んでた

らはずかしい。 

 

・「うざい」という言葉

を通して、仲が深まっ

たと思っている主人

公の気持ちに共感さ

せる。 

 

 

 

・今まで安易に汚い言葉

を使って友達と同調

し合う楽しさを感じ

ていたが、「うざい」

と言われたことによ

って、言葉について考

え出した主人公の気

持ちの変化を捉えさ

せる。 

・自分が発する言葉と心

のギャップに苦しむ

私の気持ちをおさえ

る。 

☆「うざい」という言葉

が、人を傷つけてしま

２７

分 

条件・情況  主人公…私  相方…節子、美代子、志保 

・いつも私と美代子、志保の３人でおしゃべりしている。 

・私と美代子、志保、節子は小さいころからの仲よし。 

・節子は代表委員である。 

・次の時間の学習は、感想文を書く。 
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展

開 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

３三人を見ながら、私はどんな

事を考えていたのだろう。 

 

 

 

・この後私はどうするだろう。 

 

 

 

 

・わたし今までこんなひど

いこと言っていたんだ。 

・友達でも言って良いこと

と悪いことがあるんだ

な。 

・節子に直接謝ろう。 

・美代子や志保にも、うざ

いとかこれから言わない

ように話してみよう。 

うことに気付くこと

ができたか。(発言・

観察) 

・少人数での話合いを取

り入れる。 

 

 

 

☆相手を尊重する気持

ちをもち、適切な言動

について考えること

ができたか。(発言・

観察)  

 

み

つ

め

る 

○自己を見つめる 

 

 

 

 

・今までの自分について振

り返りながら今日の学習

を通して考えたこと、学

んだことを書く。 

☆親しい間柄でも、礼儀

をわきまえた言葉遣

いで、接していこうと

考えることができた

か。(発言・振り返り

カード) 

５分 

 

終

末 

あ

た

た

め

る 

○校長先生の話を聞く。 

 

 

 ☆これからどんな心構

えで友達と接してい

けば良いかを考える

ことができたか。(観

察) 

３分 

 

７ 評価の観点 

 ○児童側の観点 

  ・主人公の気持ちに共感して、自分なりの考えをもつことができたか。      （発言・観察） 

  ・親しい間柄でも、礼儀をわきまえた言葉遣いで、接していこうと考えることができたか。 
(発言・振り返りカード) 

 
 ○教師側の観点 

  ・児童が主人公の気持ちに共感できるような授業の展開ができたか。       （発言・観察） 

  ・児童の考えを深めることができるような発問、補助発問、板書ができたか。   （発問・観察） 

 ・授業を通して、児童がどんな気付きを得られたか、適切に評価することができたか。 

（振り返りカード） 
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ち
ょ
っ
と
ひ
ど
く
な
い
？ 

 

持
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み 私

も
二
人
に
合
わ
せ
て
大
笑
い 

三
人
を
見
な
が
ら 

８ 備考 

(１)板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三
人
で
い
つ
も 

お
し
ゃ
べ
り 

代
表
委
員 

・
み
ん
な
も
同
じ
気
持
ち 

 

う
れ
し
い 

・
同
じ
言
葉 

→ 
も
っ
と
仲
良
く
な
っ
た 

同
じ
言
葉
を 

使
っ
て
み
た 

・
か
わ
い
い
っ
て
言
っ
て
も
ら
え

る
と
思
っ
て
た
の
に
。 

・
う
ざ
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
シ
ョ

ッ
ク
だ
っ
た
。 

・
無
理
し
て
笑
っ
て
い
る
。 

・
本
当
の
気
持
ち
を
出
し
た
ら
、

め
ん
ど
く
さ
い
や
つ
っ
て
思

わ
れ
ち
ゃ
う
。 

・
空
気
を
読
ん
で
笑
わ
な
き
ゃ
。 

 

・
友
達
で
も
言
っ
て
良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
が
あ
る 

 

う
ざ
い 

う
ざ
い 

 

・
今
ま
で
ひ
ど
い
こ
と
し
ち
ゃ
っ
た
な
。 

・
節
子
に
直
接
謝
ろ
う
。 

・
美
代
子
や
志
保
に
も
、
う
ざ
い
と
か
こ
れ
か
ら
言
わ
な

い
よ
う
に
話
し
て
み
よ
う
。 

節子 

四
人
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
仲
良
し 

 

次
の
時
間
は
、
感
想
文
を
書
く 

私 

志保 美代子 

 

ち
ょ
っ
と
ひ
ど
く
な
い
？ 

授
業
に
集
中
で
き
な
か
っ
た
。 
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 (２)資料分析 

 

 

 

 

 

 

≪話題につなげたい場面≫       ≪動き、気持ちの変化、関わり合い、キーワード等≫   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休み時間に三人で 

話している場面 

新しいペンケースを 

 うざいと言われた場面 

美代子、志保、節子を 

見ていた場面 

スタートの条件・情況  主人公…私  相方…節子、美代子、志保 

・いつも私と美代子、志保の３人でおしゃべりしている。 

・私と美代子、志保、節子は小さいころからの仲良し。 

・節子は代表委員である。 

・次の時間の学習は、感想文を書く。 

うざいという言葉を 

軽く捉えている 

楽しければいい 

私の気持ちの変化 

「私もその言葉を使ってみた。」 

「同じ言葉を使っただけなのに、 

 さらに仲良くなれたような気持 

 ちになった。」 

「これうざいでしょ。笑えるかなって思って。」 

「授業に集中できなかった。」 

「私はその姿をじっと見ていた。」 

「うざいよね。」 

美代子・志保

 

 

  

感想文が面倒 

三人で文句を言い合う 

 
かわいいって言ってもらえる

と思ったのに 

 
言葉の重さに気付く 

反省 

自分の意思とは異なる返答をする。 

美代子・志保

 

 

  

私 

私 

キャラクターも色も 

うざいよね 

 
いつものように節子が注意し、美代子と

志保は、「うざい、うざい」と言う。 

仲間意識 

うざいと言ってしまった後悔 

言葉遣いの反省 

友達との関わり方の反省 

 
かわいいと言ってもらえ

ることを期待して学校へ 

 

「いつものように、楽しくなかった。」 


